



























































V 利用者の育成(skill-up) ：図書館を使う力(Library 
Literacy)や情報を使う力（Information Literacy）→
米国では基準が策定され、指針が公表
V ACRL:Information Literacy Competency 
Standards for Higher Education 2000
利用教育、大学図書館の生命線
２ー３．利用教育のガイドライン




























































































































































平成１７年 ８０人／５７６／１，６２６ ｖｓ 平成１５年 ４５人／３４９／８１９
４．９％ １３．９％ ５．５％ １２．９％
学部図書館の開館時間、土日開館（１２） 京大図書館に満足（１１）
附属図書館の開館時間・期間・土日の開館時間延長（１０）
キャンパスの図書館の充実（９） 蔵書の充実（８） ＢＮＣ移転問題（８）
図書館の開館時間を長く（６）
附属図書館の環境整備（温度調節、静電気対策）（５）
附属図書館の施設・サービス（５）
学部図書館の充実（５） 図書館が分散していてわかりにくい（４）
資料の貸出・貸出期間（４） 夜遅くまで勉強できる場所が欲しい（２２時閉館は不便）（３）
学部図書室の環境整備（３） 図書館の休館日について（２）
図書館（座席）を増やして（１） 図書館・室のコピーサービスについて（１）
図書の検索（OPAC）の充実（１）
学部の初年度に「情報探索入門」のような講義を制度として実施（１）
図書館の本の装備（１） 職員の応対（１） その他（３）
利用教育、大学図書館の生命線
教員とのチームワークで
V 機関リポジトリ 京都大学学術情報リポジトリ（試験公開約９，０００件）
コンテンツ：工学研究科の研究成果（約６，０００）
貴重資料画像データ（約３，０００）
V ＯＣＷ（ＯｐｅｎＣｏｕｒｓｅＷａｒｅ） ４６科目（７月１日現在）
総合人間学部５（シミュレーション概論、連続体力学、計算理学基礎理論、熱力学、
統計物理学）、医学部１（臓器移植）、薬学部１（臨床薬物学）、工学部６（物理工学・基
礎情報処理、情報学・画像処理論、同・コンパイラ、同・アルゴリスムとデータ構造入門、
電気電子工学・自動制御工学、同・知能型システム論）、農学部５（応用微生物学実験、
生物有機化学Ⅰ、造園学実習Ⅱ、コンピュータ利用と森林科学、農業の新戦略）、経
済学研究科２（ITビジネスマネジメント、マネジメントコミュニケーション）、理学研究科２
（霊長類の進化、非平衡統計）、医学研究科５（社会健康医学基礎スキルⅠ：文献検
索・評価法、同Ⅱ：研究デザイン法、疫学コア、医療評価研究、研究プロトコル・研究マ
ネジメント）、工学研究科２（電気電子基礎技術の展望、情報メディア工学特論）、人
間・環境学研究科１（ウイルス多様性科学２）、情報学研究科１（電気電子基礎技術の
展望）、全学共通科目１５（国際通貨論、現代の大学・大学生論Ａ、健康科学、現代物
理学、＊地球環境政策論ＩＢ、物理学概論、熱力学、計算理学基礎論、統計物理学、
地球環境学のすすめ、環境形成論、＊朝鮮・韓国学入門、医療の質と経済・社会・制
度、遺伝学、＊情報探索入門：図書館とインターネット情報の利用） ＊リレー講義
利用教育、大学図書館の生命線
利用者とのコミュニケーションの中から
V 「Suggestion Box」：意見箱とHPへの投書
「監事監査報告書」（平成１６年度）の指摘事項
「学生の要望を取り入れ、参加意識の持てる仕組みの実現」に基づき
平成１７年１１月に設置（１１月１２日～３月末までに ３５件）
＜意見の内容＞
１．Ｂａｃｋ Ｎｕｍｂｅｒ Ｃｅｎｔｅｒの移設(２５件)
２．マイクロフィルムＲｅａｄｅｒ Ｐｒｉｎｔｅｒ(２件)
３．Ｍｅｄｉａ Ｃｏｍｍｏｎｓ(２件)
４．Ｏｐｅｎ Ｓｐａｃｅ Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ(１件)
５．開館期間、貸出期間延長(１件)
６．ＯＰＡＣ検索(１件) 
７．ＨＰのレイアウト(１件)
８．ギリシア語辞典(１件)
９．学内教員（数学）への相談(１件) 
利用教育、大学図書館の生命線
業務改善・組織変革の中で
V 組織：センター化、フラット化、グループ化
「業務センター」「支援センター」：集中処理による効率化
「フラット化：課長補佐、専門員、掛長」：意思決定の迅速化
「グループ化：利用者支援、貸出・運用」：機動的で柔軟な対応
V 業務改善：簡素化、外注化・派遣、一元化
１８年度以降に実施予定事項：「図書の受入業務等」（一元化）
実施済み事項：「図書の所管換え手続き」
「図書館紹介状発行業務」
「図書館等における貸出・返却、閲覧業務」 （簡素化）
「図書館利用者の新規住所登録作業」（一元化）
V 能力開発・研修：職員参加で活発に展開
【１７年度】無線綴じ洋装本の保存と修復、著作権法・個人情報保護法
と図書館、NCRおよびAACR2、レファレンスインタビューの技術など
【１８年度】会計基準・図書管理規則、図書受入・資産管理、雑誌受入・
契約、図書館職員のための接遇マナー、セキュリティ講習会、目録
情報の品質管理と書誌作成のポイント、整理技術の最新動向、保存
の科学と書庫環境、資料保存実習
おわりに
利用教育、大学図書館の生命線
V ライフラインとして大学に必須のサービス品目
V 広報とＰＲ（あらゆる機会を捉えた戦略的な広報）
V 取り組み体制の整備と柔軟な対応
V コアコンピテンス（組織として守り育てるべき資産）
V 職員の養成とキャリアパス（専門職）
V 望ましい職員像（指導力、企画力、組織力、
交渉力、政治力、評価力、問題解決能力、
表現力）
